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幼児の向社会性と親の共感経験との関連

首藤敏元ネ
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本研究は、子の気持ちに対する母親と父親の共感経験、および夫婦問での互いの気持ちに対する共

感経験を測定した。そして、幼児期の子どもの向社会性として、物語場面での共感反応、および告白

遊び場面での向社会的/攻撃的行動を観察し、荷者の関連性を検討した。その結果、幼児の向社会性

は親の共感経験と部分的に関連していた。その関連牲は、子どもの性別と共感経験の側面によって異

なり、複雑であることが示された。一方、夫婦簡の共感経験が幼児の向社会性と有意に相関しており、

家族関係のダイナミズムや家族の発達の相互性に関わる知見が見出された。

I 問題と目的

本研究は、家族関での気持ちの交流経験を幼

児の向社会的発達の主要な環境とみなし、親子

関と夫婦問での共感経験と幼見の共感性および

向社会的/攻撃的行動との関連性を検討する。

幼児期の子どもは、自己意識と対人間保の発

達とともに、共感、罪障感、正義感などの複雑

な情動を表出するようになる (Saarni，1990)。

このような社会的構動は子どもが人との関係の

中で社会化し個性化していく上で重要な要素と

なる。近年、青少年の非行や規範意識の低下、心

理的な問題が顕著になり、乳幼児期からの基本

的情動の形成が重要課されてきた。特に、相手

の心情を想像し自己の行動を制揮しようとする

動機づけと能力、相手の気持ちを共有し相手を

思いやる向社会性、人の身体や心を傷つけては

いけないといった基本的な道徳観、利己的な行

動を抑制する公正観を幼児期から育成すること
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の重要性がさまざまな形で強調されている。

向社会性とは、相手の気持ちを理解、共有し

(共感)、自分よりも相手を鐙先させようとする

心情や行動である。向社会的行動には、相手の

心i寄や要求に影響され、自分の欲求を抑え棺手

の利主主になるように振舞う自己抑制的な側面

と、相手の要求を優先させて柏手の利主主につな

がる行動を積極的に表現しようとする自己主張

的な側面とがある(首藤、 1995)。向社会的行動

は無意識的なものではなく、自己によって意識

的に制御された行動である。

向社会性の発達には幼少期に親から受容的で

謬応答的な養育を受ける愛着経験と、自分の立場

とは異なる他者の心情を代理的に経験すること

が必要であると指摘されてきた (Eisenberg，

1998)。しかし、これまでの研究は養育者として

母親のみに焦点を当てており(例えば、渡辺・

瀧口、 1986)、子どもの向社会性の発達を母子関

係の中でのみ問題にしてきたといえよう。子ど

もは家族関係という多様な人間関係の中で発達

する O そこには、親子の関係だけでなく、夫婦
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関f系やきょうだい関係も存在する。家族をひと

つのシステムと考えると、親子関係や夫婦関保

はサブシステムであり、相互に影響を与え合っ

て家族関係を構成しているとみなすことができ

る(亀口、 1992)。家族をシステムととらえる観

点からは、母親の育児不安やストレス、養育態

度は、母親自身の問題ではなく、父親(夫人祖

父母を含めた家庭の問題ということができる

(柏木、 1998)。

世代を樗わず、現代の夫婦関係には夫の

識・態度の変容が求められている。夫の家事・

育児能力(スキル)を高めることも変容のひと

つであるが、「夫に洗濯や掃換を手伝ってと言っ

ているのではない。やさしい一言がほしい。Jと
いう言葉に代表されるように、妻の内部(意識

や気持ち)への気づきと、共感やいたわりといっ

た斐への患いやりが求められているといえる O

実際に、夫から心理的に支えられていると意識

する妻は、育児ストレスが低く、母子関の愛着

も安定する傾向にある(大日向、 1991;佐藤・

-戸田・島・北村、 1994;佐々 木、 1996)。

従来の研究は、主に妻ーから見た夫婦'関係を諮査

してきた。相手に対する思いやりは妻の側にも

必要とされることは言うまでもない。本研究は、

夫と妻の調者から見た夫婦関での気持ちの交

流、母親と父親から見た子どもとの気持ちの交

流を家族の共感綬験と呼び、これと幼児の向社

会牲との関係を調査する。

共感は、円滑な対人行動を促し、他者理解を

深め、関イ系の質を高める重要な要国であること

が示されている(薄田、 1992)。夫婦問の共感は

夫婦関係の質を高め、家族システムのダイナミ

ズムを通して、家族の成長に寄与すると考えら

れる。家族システムの観点に立っと、夫婦関係

と親子関係は相互に野響を与えあい、親も子ど

もも家族という文脈の中で発達をとげる O 角田

(1994、1998)は、共感が単に気持ちの上で一体

となる状態ではなく、また受容でも同'措でもな

いことを強調し、体験と認識のi海面を備えた能

動的な経験であると考えている。そして、彼は

共感が互いに個性を持った者同士による個別性

の認識を土台にして体験されるものであるた

め、深い他者理解へと至る過程には、相手の気

持ちを理解できたという共有経験と同時に、理

解できないという分離経験も重要であると主張

している O 後は共有経験と共有不全経験の下泣

尺度から成る共感経験尺度を作成し、その信頼

性と妥当性を確認している。角田の理論と尺度

はカウンセリング場面での共感を対象に構築さ

れた。家族はそれぞれ違った錨性を持った者の

集密であり、ひとつの家族として機能していく

ためには互いの理解が不可欠となる。これらの

点から、角田による共感経験の尺度は家族の共

感経験を測定する道真として利用可能であると

考えられる。

(1977a、b、2000b)は、角田(1994)の

共感経験尺度に基づき、夫婦捕と親子間(母子

閤と父子関)の共感経験を認定する尺度を作成

し、その妥当性と信頼性を検討した。親子聞で

あっても夫婦問であっても、また母(妻)から

見ても父(夫)から見ても、家族の共感経験は

「共有」と f分離jの2つの側面から構成されて

いることが分かつた。「共有」は相手の気持ちへ

積極的に関心を示したり、それを気づかったり、

しみや喜びを共有したりする側面でありJ分

離jは相手の気持ちを分かろうとしてもなかな

か理解できなかったり、相手の気持ちを気づか

うことを苦摘に感じたりする制面である。「共

有Jが相手との一体感をつくるのに対し、「分離j

は告分と相手とのズレや偲牲の違いの意識を促

すことになる。この f共有jと「分離」の鶴間

が、親子と夫婦の南方で、さらに母親(妻)と

父親(夫)の両方で見出された。角田(1998)の

指摘するとおり、{剛生を持った者同士の共感に

は心情の共有と個別性の認識の両方が存在して

いるといえる。

家族の共感経験尺度は、内部一貫性とテスト

一再テスト法のいずれにおいても信頼性の高い

尺度であることが確認された(首藤、 2000b)。ま

た、家族の感情交流は夫婦の関係に対する態度、
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育児場面、子どもの愛着場面などの家鹿生活の

様々な局面と関連しており、尺度が内容的に妥

当であることが確認された(首藤、 2000b)。親

子関と夫婦問の共感経験には妻の就業による

異はほとんど認められないこと、親子の共有経

験は母の方が高く、親子と夫婦問での分離経験

は父(夫)の方が高いこと、母子簡の共感経験

には両親家躍と母子家庭の差異は認められない

ことも見出されている(首藤、 1999、2000a、

2001) (資料1)。

本研究は、首藤(l997a、b、1999、200旬、 b、

2001)に従い、子を中心とした家族関係を夫婦

関係と親子関係に分け、家族関係を相手の心理

的状態への積極的関心とその共有、つまり共感

関係からとらえ、子の気持ちに対する母親の共

感と父親の共感、および夫婦間での互いの気持

ちに対する共感を測定する。そして、物語場面

での共感反応、遊び場面での向社会的行動・攻

撃的行動との関連性を検討し、家族のダイナミ

ズム、家族の発達の棺立性に関する知見を広げ

ることを白的とする。

II 方法

1 謂査協力者

さいたま市内の公立保育所4閣の保護者 178

名(母親 107名、父親71名)とさいたま市内の

私立幼稚園 1閣の保護者239名(母親132名、父

親 107名)が諜査に協力した。田収率は保育所

57%、幼稚関 62%であったO 保育所の場合、月

齢 42ヶ月以上の幼克を対象に配布し、幼保で幼

児の丹齢に差が出ないように配麗した。回収の

あった家躍の幼児の平均月齢は保育所で 62ヶ

月、幼稚盟で 63ヶ丹、幼保による性別の分布は

同質であった。母親の平均年齢は保育所では 34

歳 2ヶ丹、幼稚園では 34歳 Oケ丹、父親の平均

年齢は保育所では 36歳 5ヶ月、幼稚霞では 36

歳 4ヶ月、平均結婚年数は保育所9.2年、幼稚調

8.3年であった。

幼児の共感性の調査は上記の幼稚盟の保護者

から個別課査の間意の得られた年中児と年長児

70名(男女同数、平均年齢は 6歳 4ヶ月)を対

象に行われた。向社会的行動の観察は上記保育

所の 5-6歳児クラスの仁tから保護者の同意の得

られた 72名(王子均年齢は 5議 10ヶ月)を対象

に実施された。

2 調査項目と手続き

(1) 家族(夫婦と子ども)の共感経験

(l997a、1999、2000a、b、2001)は、共

感経験が、親子関であっても夫婦'関であっても、

および母親(妻)から見ても父親(夫)から見

ても、共有体験と分離体験という 2つの因子か

ら構成されることを見出した。この結果に基づ

き、親子関での共有体験8項目(r子どもと気持

ちがひとつになっていると感じたことがある。j

f子どもを叱ったあと、子どもがどんな気持ちに

なったかを想像したことがある。Jr子どもが悲

しそうにしている持、なんとかしてあげたく

なったことがある斗など)と分離体験 5項自

(r子どもの気持ちの変化についていけず、子ど

ものことを不思議に感じたことがある。Jr子ど

もが泣いていた時、その気持ちをわかろうとし

たが、なぜ泣くほどに悲しいのか理解できな

かったことがあるパ「子どもが{これはおもし

ろいj と言葉やしぐさで伝えてきても、自分は

興味を持てなかったことがある。」など)の計 13

項目が親子間共感の項目として用いられた。ま

た、夫婦問での共有体験7項目 (r夫(妻)と気

持ちがひとつになっていると感じたことがあ

る。Jr夫(妻)がとても疲れているのを克た時、

なんとかしてあげたくなったことがある。Jr夫
(妻)がつらそうにしているのを見た時、自分ま

で苦しくなったことがある。」など)と分離体験

5項毘 (r夫(妻)がつらそうにしていた時、そ

の気持ちを感じとろうとしたが、ピンとこな

かったことがある。Jr夫(妻)の話を聞くのが

めんどうになったことがある。」など)の計 12項

目が夫婦問共感の嘆告として用いられた。各由

子に対応した項告の数は原尺度(首藤、 1997)で
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表1 物語場函での共感反応、の測定手続き(一例)

場面1 紹介 今れは遠足。たーちゃんはとても楽しみにしているつ

場顕2 状況1
お母さん;ま， 市生懸命お弁当をつくってくれた。たーちゃんは，お母さんのお弁当を
食べるのをとても楽しみにしている。

場一言語3 状iJ?2
公闘に行った。いじめっ子の9}の子がたーちゃんをいじめ，仲間外れ;こするcたー
ちゃんはいじめられても元気でユ，いじめっ予を追い払ってしまったc

場面4 negatlve 
お昼になって，お弁当を食べようとすると，いじめっ子がやって来てお弁当iこ砂を入
れてしまう3 弁当は食べられなくなった3 たーちゃんは泣きそうになっていたc

官主総場面の共感
質問1 主人公の感情瑳解

質問2 度分の感情

場商5 紹介 そこに，やさしいまことくんがやってきたO

場面6 援助 まことくんは8分のお弁当を半分たーちゃんに分けてあげた。

場面7 positive たーちゃんは分けてもらったお弁当を楽しく食べた。

i}.び場街の共感
質問1 主人公の感情理解

質問2 自分の感情

幸子務場面と:喜び場面の
共感の得点化

O}広 三主人公の感情を理解てやさない
得点化 l点 主人公の感情は理解できるが，それを共有しない

2点 主人公の感情を理解し，それを共有する

の項話数の割合と一致している。回答者は各質

問に f全く経験しないjから「いつもあるJま

での 6段階で評定した。

保護者への質問票は幼稚園と保育所を通して

家庭に配布された。その器、父親用と母親用の

返信切手の貼られた封簡も同封されていた。協

力者は回答後、母親用と父親用を別々の封簡に

入れ、郵便によって返送した。回答期間は 10日

であった。この手続きは、協力者のプライパシー

を守るためと、保育所・幼稚顕に質問票回収の

手間をかけないための配慮から行われた。

各尺度の項自の平均値を尺度得点とした。な

お、 α係数は次の通り。母子共感の共有は .83、

分離は .78、父子関共感の共有は .79、分離は .73

であった。妻から見た夫婦問共感の共有は .86、

分離は .78、夫から見た夫婦問共感ではそれぞ

れ .85と.80であった。

(2) 物語場面での共感反応

首藤(1994)の材料の一部が舟いられた。

人公の苦痛と思いやり行動を語いた 2種類(rい

じわる」と fけがJ)の紙芝居を用いた。いずれ

もB4用紙を横長に使用した 7枚のカラー図版

から構成されていた。物語文はあらかじめテー

プに録音されていた。テープには場面を説明し

たナレーションと登場人物の会話、内容に即し

た効果音と BG誌も録音されていた。紙芝居の

内容の録音時間はいずれも約 4分であった。表

1は材料と手続きの一部 (rいじわるJ)を示して

いる。

調査は幼稚盟内の空き教室を利用して、個別

に実施された。手続きは次の通り O 教示→紙芝

居の苦境場面提示(場面 1~4) →苦境場面での

主人公の感情の質問(場面 4)→主人公の苦境に

対する幼児自身の感情とその理由→援助場面提

示(場面 5~7) →援助場面での主人公の感情の

質問(場面 7)→主人公が助かった場面での幼児

自身の感情とその理由→次の紙芝居。 2穣類の

紙芝居の提示11関序は l人おきにカウンターバラ

ンスされた。得点化は次の通り。 O点:主人公の

感情の認知不適切、 l点:適切な感情認知と感

情の共有なし、あるいは素朴な感情の共有(rか

わいそう jなど)、 2点:適切な感'情認知と具体
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表2行動観察のカテゴリー

観察カテゴリー 内容 一致ギ

A IIiJ社会的行動 {也の予を気づかったり援助したりする行動 合計 32件

1.物・場所・]1慎番の分与
(物を貸す，場所を譲る，先にさせてあげるなど)

10f牛

2.援助・慰め観点1:内容 12件 自発 .82(やさしい言葉かけ，転んだ予を起こしてあげるなど)
[衣綴 .783.協力 10件

(手伝うなど)

観点2:自発性
1.自発的 221'牛

2.依頼による 101ヰ

B 攻懇行動 乱暴な行為，他者・集団に容を与える行動 合計 54f'牛

1.身体的攻撃
381牛

r~~ く J rけるJrjipしゃるJ
2.心理的攻守持観点1:内容 111牛 挑発 .85f言葉でのいじめ・攻梁Jr隠すれ、じわる)J 

報復 88 3.破主義行動(物に対する攻繋)
51牛

f物を壊すJr物を投げるj

観点2:自発性
1 

2.報i変

的な感情の共有。 2つの紙芝居での得点を合計

し、共感得点とした。

(3) 向社会的行動・攻撃的行動の観察

表 2にあるように、「他の子を気づかったり援

助したりする行動Jを向社会的行動と定義した。

大人の手伝いやごっこ遊びの中での向社会的な

振る舞いは観察から韓外した。向社会的行動が

見られた場合、その内容と自発性によって、さ

らに細かく分類した。本報告では、自発的な向

社会的行動のみを分析の対象にする。

攻撃行動については、「乱暴な行為、他者や集

団に意国的に被害をもたらす持為jと定義し、大

人に向けられた攻撃も観察の対象にした。内容

と告発性に応じて、個々の攻撃行動はさらに縮

かく分類された。本報告では、挑発的な攻撃の

みを分析の対象にする。

関での自由活動場語を観察対象とし、閤児ご

とに 30分の観察を 2田行った。 2回の観察は 3

日間から 7日間の期間をおいて実施した。また、

悶ーの時開帯にならないよう配露した。観察者

はカテゴリーに沿った幼児の行動を逐語記録し

た。また、各観察とも、観察・評定の信頼性を
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確認するために、 20名分の幼児については 2名

の観察者が独立して観察・評定を行った。個々

の幼児について、 60分あたりの向社会的/攻撃

的行動の出現部数を算出し、それを得点とした。

111 結果

1 親の共感経験

親子共感と夫婦共感のいずれにおいても保育

所と幼稚閣での差は有意でなかった。夫婦のペ

アが確認された 170組の平均値が表3に示され

ている。 t検定の結果、親子関と夫婦問での分離

ヤ経験は父親(夫)の方が有意に強かった。親子

関の場合、共有経験は母親の方が有意に強かっ

た。これらの結巣は普藤(1997a、b、1999、200旬、

b、2001)の知見とも一致している(資料 1)。

2 姑児の鴎社会性

表 4に主人公の苦境場面の共感(苦痛)と援

助後の喜び場面の共感(喜び)の平均舗が示さ

れている。どちらも有意な性差は認められな

かった。



表3 共感経験尺度の平均値

f'j:規(去を) 父続(j.ミ)

n=liO (*Jll 平均値 j票4主編必 平均値 標準偏差

j悦rJt!ぷ
共有 ~. 92 0.54 4.71 0.53 

分隊 3.31 o. 9 3.35 0.76 

犬好:.)t!i~
j七千丁 4.36 0.74 .34 0.66 

分11lit 3.26 0.85 3.36 む.87

表4 幼児の向社会性に関する指標の平均値と標準偏差

人数

共感
苦痛

向社会的行動

攻準的行動

72名全員の観察をとおして、告発的な向社会

的行動は 22件、挑発的な攻撃行動は 50件認め

られた。一人当 60分での出現頻度の平均は表4

にあるように、 0.22毘と 0.33自であった。向社

会的行動には有意な性差は認められない。一方、

男子は女子ーよりも有意に多く攻撃的行動を行っ

ていた。女子の攻撃的行動の頻度は極端に抵い

ため、次の親の共感経験との関連性に関する分

析では用いられなかった。

3 親の共感経験と幼児の向社会性との相関

表 5は、幼児の向社会性に関する指標と親の

共感経験に関する尺度得点、との積率相関係数を

まとめている。女子の共感的苦痛は母子共感と

は有意に相関していなかった。一方、妻から見

た夫婦共感での共有とプラス (1'=.332)に、そ

の分離の側毘とマイナス (1'=一.510)に有意に

相関していた。また、父子共感の共有とプラス

(rニ.544) に有意な相関を示していた。

女子の共感的喜びも母子共感とは有意な相関

を示さなかった。一方、妻から見た夫婦共感の

分離の側面とマイナス (1'=ー .545)に有意な相

関を示していた。興味深いことに、父子共感の

o 

70 

72 

72 
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平均{疫 標準偏差

2.56 0.67 n.s. 

2.17 0.48 n.s 

0.22 0.48 n.s 

0.33 0.67 男>女

共有および分離とプラスに有意な相関を示した

(それぞれ rニ.417、1'=.452)。

男子の共感的苦痛は母子共感の分離、および

妻から見た夫婦共感の分離とマイナスに有意な

相関を示していた(それぞれ 1'=一.426、r=

一.409)。父子共感との関には有意な相関は認め

られない。一方、夫から晃た夫婦共感の分離と

プラスに有意な桔穏を示したいニニ 427)。共感的

喜びは母子共感、斐から見た夫婦共感、および

父子共感とは有意な相関を示さなかった。一方、

夫から見た夫婦共感の共有とはプラスの有意な

栴関 (r=.414)が認められた。

女子の向社会的行動は母子共感の分離とマイ

ナス (1'=-.441)に、父子共感の共有とプラス

(1'=.431)に有意な相関を示した。男子の向社会

的行動は母子共感の分離 (1' 一.521)と妻ーから

見た夫婦共感の分離 (1'=一.420)とマイナスに

有意な相関を示した。また、夫から見た夫婦共

感の共有とプラスに有意に相関 (1'=.359)して

いた。

男子の攻撃的行動は母子共感の分離 (1'=

.358)および斐から見た夫婦共感の分離(1"ニ

.402) とプラスに有意な相関を示した。

ミ発

---色



表5 殺の共感経験と子どもの向社会性との格関係数

母子共感 妻カミら見た犬好f共感

分離 共有 分離

共感的苦痛 .274 
女子

一.102 .332安 一.510合す

共感的害び .038 .172 .261 一.545安タ

j討議的苦痛 一.235 一.426安 一.059 一.409吸

男子
一.216 .089 .254 一.282

父子共感 犬から見た夫締共感

共有 分離 共有 ぷノJト窃Iωlff.

共感的苦痛 .544 .201 .305 ー.228
女子

共感131去:び .417少 .452吹 .297 一.013

共感的苦痛 .ユ56 .255 .303 .427キ

男子
共感的喜子び .0ユ9 一.255 .414 す 一.314

母子共感 姿から見た夫婦共感

共有 分離 共有 分i祖

女子 向社会的行動 .165 一.44l安 .203 ….336 

iおl社会的行動 .014 一.521安安 .018 一.420安キ

男子
攻繋的行!lVJ .076 .358す 一.106 .402す

父子共感 チミカミら見た夫婦共感

共有

女子 rt.]社会的行動 .431脅

IP]社会的行動 一.097
男子

攻教的行動 一.017

求ρ(05 会そ求p(Ol

IV 考察

本研究は、首藤(l997a、b、1999、200旬、 b、

2001) に従い、親の共感経験を夫掃関と親子間

とに分け、子の気持ーちに対する母親の共感と父

親の共感経験、および夫婦問での互いの気持ち

に対する共感経験を測定した。そして、幼児期

の子どもの向社会性として、物語場面での共感

反応、および遊び場龍での向社会的/攻撃的行動

を観察し、両者の関連性を検討した。

親の共感経験は子どもの向社会性と部分的に

関連していた。親子関においても夫婦捕におい

ても、子どもの共感および向社会的行動は共有

の側面とプラスに、分離の{期間とマイナスに相

ノi¥Ililff 共有 ノTJ¥l出ヲ品主

ー.041 一.321 一.233

.053 .359会 一.171

.124 一.136 .297 

関する傾向が認められた。男子の攻撃的行動も

意味的には同様の傾向を示した。ただし、女子

の共感的喜びは母子共感の分離とプラスの有意

な相関を示しており、親の共感経験と子どもの

明社会性との関連性は複雑であることも示唆さ

場れた。

親子と夫婦の共感は子どもの性によって異

なって作用する可能性も示唆された。つまり、女

子の場合、母親の共感経験に関する 8つの極関

係数のうち 3つが有意であった。その 3っとも

夫婦共感であった。父親の共感経験に関する相

関係数では、 8つのうち 3つが有意になり、それ

らはすべて父子共感と関係したものであった。

幼児期の女子は、母親の父親への関わり方や意
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識の持ち方をとおして、自己の共感牲を発達さ

せるのかもしれない。また、父親と自分との関

係をとおして、共感性を発達させるのかもしれ

ない。男子の場合、母親と父親の各 8つの共感

経験のうちそれぞれ2つずつが有意となった。

有意になった父親の共感経験は 2っとも夫婦問

の共感であり、男子の共感性の発達にとって、父

親の母親への関わり方や意識の持ち方が重要で、

あることを示唆している。

男女の結果を整理すると、子どもは向性の親

の異性の親への関係の持ち方をとおして共感性

を発達させるのかもしれない。この解釈の妥当

性を支持する知見も得られている。首藤(1999)

は、{呆育士および教師から見た幼児の対人行動

(協調的、主張的、利己的)と、家族共感および

しつけの態度との関係を検討した。その結果、男

子の協識的な対人行動には母子間の共感経験

が、女子の協諜性には父子関の共感経験が、そ

れぞれ有意に関連していた。今後、この仮説を

検査する必要があるだろう。

親子間の共感経験だけでなく、夫婦間の共感

経験も子どもの向社会性と関連していた。

(1997a、2000b)は、親子間共感と夫婦問共感の

関連を検討した結果、母親(妻)と父親(夫)の

いずれにおいても、親子関と夫婦問の共感は有

意に相関していることが示された。また、親子

聞においても夫婦問においても、母親(妻)と

父親(夫)の共感経験は弱いながらも有意な関

舘を示していた。これらの結泉は、家庭の中に

ある一貫した感情交流のパターンのあることを

示唆している。さらに、家族の共感経験尺度の

得点を国子分析した結果、母親(妻)と父親(夫)

の意識に共通した因子が抽出された。この因子

が見出されたことは、家庭の中に空気のように

存在する感信的な雰題気もしくは風土が存在

し、それは本研究の共感経験尺度からをとらえ

得ることを示唆している。今後、家族の共感経

験のパターンから、家族関係の質を測定し分類

する研究が必要になるだろう。

人は結婚してからも、親になってからも心理

的に発達を続けている。首藤(1997a、b、2000)

は母親(妻)と父親(夫)のいずれにおいても、

親になってからの自己の成長感には、夫婦関の

共感が有意に影響しており、その程度は妻の方

が強いことを見出した。興味深いことに、夫の

成長感には父子関の共感経験が有意に影響する

のに対し、妻の成長感には夫婦間の共感経験し

か影響しないことが見出された。 Erikson

(1982) によれば、成人期の発達課題は f世話j

である。子どもを持つ夫婦の場合、子どもの発

達諜題の達成にとっても、自分自身の諜題の達

成にとっても、育児や家事にかかわる仕事を分

担し、さまざまな体験や感情を共有する親密な

夫婦関係が必要になる。 Eril王son(1982)はf家

族全員が赤ん坊を統制し、育てると言われるが、

逆に赤ん坊が家族全員を統制し、育てるという

い方もまた正しい。家族というものは、赤ん

坊に育てられることによってのみ赤ん坊を育て

ることができる。jと表現している。つまり、人

は成長することによってのみ人を成長させるこ

とができるのである。家族の発達の相互性とい

う観点から、家族の共感経験と子どもの向社会

性の発達について更なる研究が求められる。
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資料1 両親家庭における家族共感の平均値と標準偏差
主主藤 (2001) 

母子共感一共有 父子共感一共有 父母賠の差

人数 平均 標準偏差 人数 平均 標準嬬差 (分散分析引直)

幼稚関 446 4.85 0.57 446 4.60 0.63 
72.61 

保育関 348 4.82 0.62 348 4.58 0.66 

全体 794 4.83 0.59 794 4.59 0.65 本来

母子共感一分離 父子共感分離 父母間の差

人数 平均 標準偏差多 人数 平均 標準偏差 (分散分析引法)

。]碓悶 446 3.35 0.79 446 3.35 0.77 
4.48 

保育隈 348 3.29 0.75 348 3.42 0.72 

全体 794 3.32 0.77 794 3.38 0.75 づた

妻から見た夫婦共感共有 夫から見た夫婦共感共有 父母間の差

人数 平均 標準偏差 人数 平均 標準偏差 (分散分lJr町出

幼稚園 446 4.22 0.72 446 4.27 0.72 
0.9 

保育掴 348 4.19 0.8ユ 348 4.22 0.77 

全体 794 4.20 0.76 794 4.24 0.74 n.s. 

妻から見た夫婦共感分離 夫から見た夫婦共感 分離 父母問の差

人数 平均 標準偏差 人数 平均 標準偏差 (分数分析FfI庇)

幼稚閤 446 3.22 0.80 446 3.41 0.80 
26.49 

保育園 348 3.32 0.79 348 3.50 0.84 

全体 794 3.27 0.79 794 3.45 0.82 づ々 決

i主1幼稚閣と保育国の差異はすべて有意でないc

i主2得点はlから6の間(こ分平行する。

*pぐ.05 *みぞp(Ol
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Relationships between Y oung Children's Prosocial Development and 

Parents' Empathic Experience for their Family 

Toshimoto SHUTO 

Keywords: empathic experience， prosocial behavior， family relationships， young children 

The present study examined the relations of parents' empathic experience to their children's 

prosocial development. One hundred-seventy mothers and fathers were assessed their empath-

ic experience for their child and for other spouse， and seventy one preschool children's empathic 

response for story character and prosocial and aggressive behavior at free play session were 

evaluated. The findings revealed that children's prosocial development partly related to their 

parents' empathic experience and those relations varied according to combination of the sex 

between parent and child， and the kind of empathic experience. The findings that parents' 

empathic experience for other spouse was significantly correlated their child's empathic 

response and prosocial behavior suggested the dynamism of the family relations and the mutual 

development among family. 

-131 


